
【IT推進事業】

○パソコン等情報化関連機器の更新

・庁内情報系ノートパソコン 100台

・庁内情報系プリンタ（モノクロ） 14台

・庁内情報系プリンタ（カラー） 2台

○ネットワーク及び機器の維持管理

○施設予約システムの導入

○用紙、トナー及び電気量の削減

【基幹系システム運用事業】

【地域情報化推進事業】

○地域情報化推進計画の策定

　平成28年度から平成32年度までを取組期間とする地域情報化推進計画を策定した。

○飯能市ご当地アプリの作成

　基幹系システムを効果的かつ安全に管理運用するため、端末やネットワーク等の機器の維持
管理を行った。
　また社会保障・税番号制度の導入に向け、住民基本台帳システム等のプログラム改修を行っ
た。

２

　飯能市のイベントや子育て情報、スポット検索、ごみ収集カレンダー、飲食店などのクーポン
ダウンロードなど、様々な機能が利用できる飯能市ご当地アプリを作成した。

項

総務費 １ 総務管理費

　飯能市・入間市・狭山市の体育施設、文化施設、社会教育施設等の利用者が、施設のロ
ビーに設置した端末やインターネットから、施設の予約・抽選申込み、空き状況の確認等がで
きるサービスを導入した。

　タブレット端末による庁内会議のペーパーレス化、また、トナー節減ソフトを継続的に使用
し、更なるトナー使用量の節減を図った。

款

　庁内LANの維持管理に努め、各業務で使用しているシステムの管理運用及び機器の維持
管理を行った。

一  般  会  計

主管課 企画調整課

１ 一般管理費

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

目

　庁内情報系ネットワークシステムを効果的かつ安全に管理運用するため、パソコン、プリン
タ等の機器の更新を実施した。
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〇公衆無線LAN（Hanno Free Wi-Fi）の設置

○地域情報通信基盤整備事業の維持管理

平成28年3月31日現在

東日本電信電話株式会社埼玉事業部

飯能ケーブルテレビ株式会社

35.511,101 3,100

58 173 33.52

　山間地域（吾野、東吾野、名栗地区）に整備した光ファイバ網を通信及び放送事業者に貸し
出し、超高速ブロードバンド、地上デジタル放送の新たな難視対策を実現している。また、 整
備した光ファイバ網の維持管理に努め、電柱移設に伴う支障移転業務を行った。

％

加入数 固定網数 加入率

件

貸付事業者

件

　市役所本庁舎1階、本庁舎別館1階、各地区行政センター（13か所）、市民会館、飯能観光案
内所の各施設に、一定の条件のもと無料でインターネットに接続できる公衆無線LANのアクセ
スポイント（光ステーション）を設置した。

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果
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【公共施設等総合管理事業】

「飯能市公共施設等総合管理計画」(平成28年度策定予定)の策定にあたり、計画の基本的

な考え方や方針を定めた「飯能市公共施設等マネジメント基本方針」を策定した。

平成26年度に策定した「飯能市公共施設等マネジメント白書」を基礎資料とし、本市における

公共施設等の更新・統廃合・長寿命化など、公共施設等の在り方をはじめ、最適な維持管理や

利活用などの基本的な方針を定めた。

２ 総務費 １ 総務管理費 ５ 財産管理費

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

主管課 企画調整課

一  般  会  計

款 項 目
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【総合振興計画事業】

○第5次飯能市総合振興計画基本構想及び前期基本計画の策定

○第5次飯能市総合振興計画実施計画の策定

【広域行政推進事業】

○埼玉県西部地域まちづくり協議会

【行政改革推進事業】

○第6次飯能市行政改革大綱及び飯能市行政改革・財政健全化実施計画の策定

「行政経営自治体へのシフトチェンジ」を目標とする第6次飯能市行政改革大綱並びに行政改

革実施計画、財政健全化実施計画及び定員適正化計画を統合した飯能市行政改革・財政健全

化実施計画を策定した。

○第5次飯能市行政改革実施計画の進行管理

第5次飯能市行政改革実施計画を進行管理した。

２ 総務費 １ 総務管理費 ９ 企画費

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

　前年度に策定した基本構想及び基本計画の素案に、宮沢湖畔に新たに開設される交流拠
点「北欧の雰囲気とムーミンの世界を体験できる施設Ｍｅｔｓä（メッツァ）」の建設など、本市の
将来に影響や効果を及ぼす事案や環境変化に対する戦略的な見直しを加え、第5次飯能市
総合振興計画基本構想及び前期基本計画を策定した。飯能市総合振興計画審議会（6回）、
素案に対する市民意見募集（パブリックコメント）など市民を交えた審議と諮問を実施し、飯能
市議会第5次飯能市総合振興計画審査特別委員会による審議を経た。

　基本計画の各施策を予算化し、事業を実施するための計画として、第5次飯能市総合振興
計画実施計画（平成28年度～30年度）を策定した。

　埼玉県西部地域まちづくり協議会では、構想（ダイアプラン）に掲げた将来像を実現するた
め、幹事会、調整会議及び各専門部会を開催した。

主管課 企画調整課

一  般  会  計

款 項 目

・協議会においては、交流事業、年度末・年度始めの休日開庁及び公共施設の相互利用等
を実施した。
・埼玉県西部地域まちづくり協議会の専門部会である広域行政研究部会では、西武鉄道株
式会社と平成25年度に締結した「埼玉県西部地域まちづくり協議会と西武鉄道株式会社との
連携協力に関する基本協定」に基づく具体的な施策として、行政、公共交通事業者の共通の
課題である「公共交通機関（鉄道・バス）に関するアンケート」を実施し、外出行動に関する現
状や主要交通機関へのニーズ等について調査した。
・圏域交流事業として、市域を越えた4市市民の交流活性化等を目的に、株式会社西武ライオ
ンズの協力を得て、ダイアプラン婚活イベント「ダイア♡コンｉｎ西武プリンスドーム」を開催した。
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○行政改革の推進

第5次飯能市行政改革大綱に基づき、行政改革の推進を図った。

飯能市行政改革推進本部の会議及び飯能市行政改革審議会を開催し、第5次飯能市行政改

革実施計画の進捗状況を報告し、今後の行政改革について、意見聴取した。

手数料・使用料の受益者負担基準を策定した。

○指定管理者制度事業評価の実施

指定管理者制度導入施設について、指定管理者による管理・運営状況、実績等を検証す

るため、事業評価を行った。

・事業評価一覧

【人権推進事業】

○飯能市主催事業

市民、市内企業等を対象に、人権問題を正しく理解し、人権意識や人権感覚の高揚を図るた

め、人権啓発研修会を開催した。

＜人権啓発研修会＞
・期　日 平成27年12月17日(木)
・会　場 飯能市役所　別館会議室2・3
・参加者 37人
・内　容 講演　：　「国際社会と人権」

講師　：　石井ナナヱ氏（ＮＰＯ法人ふじみの国際交流センター理事長）

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

施設名
評価結果

基礎的業務 利用者サービス 収支状況 総合評価

カヌー工房 Ａ Ａ Ａ Ａ

農林産物加工直売所 Ａ Ａ Ａ Ａ

美杉台児童館 Ａ Ａ Ａ Ａ

高齢者福祉施設敬愛園 Ａ Ａ Ａ Ａ

ふれあい農園施設（上期） Ａ Ａ Ａ Ａ

ふれあい農園施設（下期） Ａ Ａ Ａ Ａ

林業センター Ａ Ａ Ａ Ａ

総合福祉センター

　　・施設管理 Ａ Ａ Ａ Ａ

　　・老人福祉センター Ａ Ａ Ａ Ａ

　　・身体障害者福祉センター Ａ Ａ Ａ Ａ

　　・児童センター Ａ Ａ Ａ Ａ

さわらびの湯 Ｓ Ｓ Ａ Ｓ

都市公園運動施設 Ａ Ａ Ａ Ａ

東吾野医療介護センター Ｓ Ａ Ｓ Ｓ

阿須運動公園、美杉台公園、岩沢
運動公園

Ｂ Ａ Ａ Ｂ
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【山間地域振興事業】

○行政改革の推進

山間地域として位置付けた5地区（南高麗、吾野、東吾野、原市場、名栗）において、平成23
年度から平成27年度までの5か年計画となる第2次飯能市山間地域振興計画に基づき、自主

的かつ主体的に取り組む様々な団体に対し、支援を行った。

・財政的支援：　16件（新規5件、継続11件）

○第3次飯能市山間地域振興計画を策定した。

【空き家バンク事業】

○空き家バンクの開始

増加傾向にある空き家を地域資源として有効活用することにより、定住促進による人口減少
問題への対策、地域活性化への対策等を推進することを目的に、平成28年3月1日より「飯能

市空き家バンク」を開始した。

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果
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【公共交通対策事業】

【バス路線確保対策事業】

一  般  会  計

款 項 目

２ 総務費 １ 総務管理費 １８ 交通安全対策費

　地域住民から要望されている乗合バス路線を維持確保するため、湯の沢線、間野黒指線の最
終便、中沢線の中藤（青石橋）～中沢間及び名栗車庫線について、路線ごとの収支に基づき、予
算の範囲内でバス事業者に対して補助金を交付した。

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

　第1回飯能市地域公共交通対策協議会分科会を開催し、平成27年度事業及び平成28年度事業
予定を報告し、委員から意見を求めるとともに、バス利用等に関する意見交換を行い、バス事業
者からバスの利用状況等の報告と、バスの利用促進に係る提案をいただいた。

主管課 企画調整課
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